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罠367次鯛董について

今＠の調●は中央区朗堂院朝庭および下ツ遍など下層

遍渭の実態の鰯明を目的にしています。中央区絹堂院鱚

庭囲分の本格的な調董としてははじめてのものとなリ•

9。2004年 1月から開始し.3月27日現在綱董中，閲

隕19約190Crn'です。

調葦の成果として注目されるのは、 4擾の戴立柱廷物

を濱ばしたことです。いずれも棗西噸で中央区町費院の

中軸●を羅準に配●されているようです。朝庭巫分は墓

本的には渇物が遠てられず、広場として用いられていた

と考えられますので．この達物●は特預な目的のために

遠てられ曹短期層便用されていたものと考えることがで

きます。平城宮の中でも重翌な挽設である朝堂院の利用

の冥慰を考える上で●●な情報をもたらすものです。

●た~奈良的代の整地士の下からは平ぼ宮迄営以酌に

使用された下ツ遍の東西両●潟を置認することができま

した。遷即）剛の周辺の土地利用のあリかたをうかがう

ことができ●す。

握立柱鰹物 l

水●によっ・

りますが、 59 

●とそえ 9す．

尺）、現状で 9

の●●で．．

霊院の中●籠

を芥●にあ"

なお．．査14
●ぴる町•n

露立柱建物4
．．区の199

．のみの●也

が、中央区●9
返すと●立U
19量にあり 、

..が高いと
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 調査の意義

掘立柱達物~および溝の確認によ，)、朝庭郎分が広

場として1おか，）でなく、多様に利用されていたことが

明らかになリました。

一称徳天皇の大嘗宮と推定一

特に注目したいのは、今回見つかった建物群が｀東
は1ヽ9●●’~

区硝堂院朝庭で見つかっている大l!I宮の一郭とよく似

た建物配置をとっていることです。東琵の柱列を揃え

た掘立柱遠物 2 3の配置や区画溝は、棗区朝堂院朝

庭の第169次調査で見つかった大葛宮の建物群の配置

とそっくリです。

また東区では明瞭でなかった中軸綜上に位置する掘

立柱建物 1も見つかっています。 「儀式」や「延喜式J
を参考にすると、今同見つかった掘立柱建物 1は
ぶし』•9でん 心 9い9 9 9 9 9J"” 

湿立殿、掘立柱遠物2 3（さ悠紀院の臼虚と膳屋、掘
可”’‘’

立柱迂物4は主甚院の膳屋に比定できそうです。

このよう（こ、今回の調査によって 、中央区朝堂院の

胡庭でも天旦の即位大菖祭が営まれていた可能性が高

いことがはじめて明らかになりました。柱穴出士の瓦

や文叙史料の検討から、今回見つかった達物群は、

ワ65年 （天平神護 1)におこなわれた称徳天璽の大菖

祭の時のものと推定することができます

ー下ツ遵叢北密の様相一

平筏還都以前の遺構である下ツ道は平城京造営の塞

準となった道路です。本調迄区はこれまで見つかった

下ツ遵の遺構としては最も北ll!Iにあたり、少なくとも

飛鳥周辺から本調査区までは直綜達路が存在していた

ことが罹定しました。今後、山背（山城）への）Vート

のひとつとして想定されている歌姫越との関係を考え

る上で基礎となる資料になリます。

調査区周辺には、未発掘の団分があり、周辺の調査

の進展によってさらにその実懲が甲らかになるでしょ

う。

本調査は平城宮の中枢巫分の利用の実態を甲らかに

し、多くの新たな課題をもたらした讚査と意費づける

ことができます。合後の調査研究に御期待ください。

中央区朝堂院の翡査 平城第367次翡査


